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（仮称）伊勢市郷土資料館の整備について 

 

1．整備に至る経緯 

伊勢市の郷土資料館は、昭和６０年９月に旧山田郵便局電話分室（本町）に開設したこと

に始まります。平成６年からは、旧市立図書館（岡本３丁目）の建物に移転して開設しました

が、建物の耐震上の問題により、平成２３年３月に閉館に至りました。  それ以降、当市に

は郷土の歴史・文化を総合的に紹介する博物館施設がなく 、施設再開の検討を続けてま

いりました。 

一方で、当市では長期的な視点で公共施設等の総合的かつ計画的な管理を行うための

伊勢市施設類型別計画を平成３０年９月に策定しており、本計画のなかで、郷土資料館は

いせ市民活動センターの建物を利用して再開することとしています。さらに、当施設の老朽

後は、観光文化会館等との施設を複合させた新たな施設を整備する計画としています。 

当市では本計画を基本に現在の施設の利用状況等も勘案し、いせ市民活動センター 

北館２階に郷土資料館を整備することとしました。 

 

2．委員会の設置 

（１）名称        伊勢市郷土資料館基本計画策定委員会 

（２）所掌事務     郷土資料館の設置に関する基本構想及び基本計画の策定に関する 

事項についての調査審議に関すること。 

              ・施設全体のコンセプト、基本理念、活動方針の検討 

              ・展示方針、展示テーマ、展示構成、展示手法等の検討 

              ・諸室配置、基本動線等の検討 ほか 

（３）構成         学識経験を有する者、その他市長が必要と認める者 

（４）任期        令和５年１２月１９日～令和６年８月３１日 

 

3．整備場所 

（１）施設名       いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ） 

（２）所在地      伊勢市岩渕１丁目 9 6 -1 

（3 ）構造・規模    鉄骨鉄筋コンクリート造 地上２階地下 1 階 

（４）面積        1, 6 8 5 .8 6 ㎡ 

 

 

 

（5 ）建築年度     昭和５8 年度 

 

 

 

 

〔内訳〕 地下 1 階 2 5 3 .4 9 ㎡ 

 1 階 6 5 4 .2 6 ㎡ 

 2 階 7 7 8 .11 ㎡ 
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4．整備スケジュール 

令和５年１２月   基本計画策定委員会の設置 

基本構想、基本計画の審議（任期中に委員会を４回開催予定） 

令和６年６月末～７月末 

            基本構想、基本計画（案）のパブリック・コメントを実施 

（６月初旬にパブコメ実施に関する議会報告） 

令和６年８月    基本構想・基本計画を策定   

建物改修設計、展示設計 

令和７年度     建物改修工事、展示製作・工事 

開館 
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施設名 検討経過（課題等の調整） 今後の方向性 

いせ市民活動 

センター 

・商工会議所から観光及び文化発信の拠点にすべき

との要望が有る。 

・市民活動支援機能については、ハートプラザみそ

の内にある社会福祉協議会のボランティア支援機

能とより連携できるよう、ハートプラザみそのへ移

転する。 

・機能移転後は、郷土資料の展示と伊勢音頭の郷土

芸能を披露する郷土資料芸能館として使用する。 

・目的外使用している「いせ若者就業サポートステ

ーション」は、他の公共施設などへ移転先を別途検

討する。 

ハートプラザみそ

のへ機能移転 

機能移転後は郷土

資料の展示と郷土

芸能を披露する郷

土資料芸能館とし

て使用 

老朽化後は、新設

される複合施設に

郷土資料芸能館機

能を移転し、建物

を除却 

郷土資料館 

・郷土資料館を再開できる場所を探しており、駅前

Ｂ地区ビルへ機能移転後の福祉健康センター内を

考えている。場所は単独で建っているのではなく、

他の施設が敷地内にあり、ついでに見に行ける立地

が望ましい。 

・ただし、郷土資料館が入ると、サンライフ伊勢の

機能移転は難しくなる。文化財のバックヤードとし

てのスペースは館内に確保することは不可能。 

・駅前Ｂ地区ビルへの機能移転後の福祉健康センタ

ーの空きスペースでは、郷土資料館を開設すること

は困難であることが判明したので、いせ市民活動セ

ンターを利用する方向で調整を図る。 

いせ市民活動セン

ターを利用し再開 

シンフォニアテク

ノロジー響ホール

伊勢（観光文化会

館） 

・機能を別施設に集約することは可能であるが、現

状の大ホール機能を集約できる施設は存在しない

ため、実質不可。 

・会議室棟は、例えば民間等への賃貸も可能。 

・大ホール機能は残したい。 

・建替える場合、大ホールの収容規模は、維持経費

も含めた運用（集客事業）のあり方を検討し決定し

ていく。 

老朽化後は、新設

される複合施設に

機能移転し、建物

は除却 

伊勢市生涯学習 

センター 

・生涯学習の拠点施設であり、駐車場も広く利便性

が高い。また、建物も新しく稼働率も高いため現状

維持したい。 

老朽化後は更新 

更新にあたっては

他の機能を複合化

させることも検討 

伊勢図書館 

・当市の規模の自治体で図書館が二つあるが、少子

化を見据えると、将来的に集約化することは避けら

れない。集約化においては、現在の利用者と蔵書の

受け入れが可能か検証が必要。 

・将来的に図書館は一つになるが、将来ニーズを把

握しながら図書分室のようなものは充実させてい

きたい。 

・いずれに集約するか、建替える場所はどこにする

か、今後検討していく。 

・集約化する際には、小俣図書館内にある生涯学習

機能の方向性もあわせて検討する必要がある。 

伊勢図書館と小俣

図書館を集約化 

集約化の詳細は今

後検討 

更新にあたっては

他の機能を複合化

させることも検討 

  

3



31  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

機能移転 

駅前ビル [<仮称>駅前保健福祉ｾﾝﾀｰ（複合施設）] 
本庁舎周辺 再編イメージ 

図書館を除く６施設を３施設へ再編 

・市民活動支援機能 

→ハートプラザみそのへ移転 

・【目的外使用】 

いせ若者就業サポートステーション 

 →他の公共施設等への移転先を検討 

 

機能を分散 
・トレーニング室の機能→福祉健康センターへ移転 

・貸室、体育室機能→他施設へ集約 

・【目的外使用】勤労者福祉サービスセンター→労働福祉会館へ移転を検討 

 

・中央保健センター→駅前へ移転 ・サンライフ伊勢の機能の一部（貸室、トレーニング室）を受入 

Ｈ33（2021 年）使用開始 

⑧ 

小俣図書館 

 図書館 

いずれに集約するか、建替える場所はどこにするか、 

今後検討していく。 

複合化 

④ 

シンフォニアテクノロジー 

響ﾎｰﾙ伊勢 

⑤ 

労働福祉 

会館 

⑥ 

伊勢市生涯 

学習センター 

⑦ 

伊勢図書館 

 

 

除却 

 

除却 

 

労働福祉 

会館 

 

伊勢市生涯 

学習センター 

 

図書館 

・勤労者福祉サービスセンター 

(サンライフ伊勢から移転を検討) 

集約化 

伊勢市生涯 

学習センター 

文化・郷土資料の展示、

郷土芸能の振興に使用 

・中央保健センター（福祉健康センターから移転） 

・その他（相談支援センター、子育て支援センター など） 

③ 

いせ市民 

活動センター 

 

除却 

<仮称> 

郷土資料芸能館 転用 

② 

サンライフ 

伊勢 

 

 

除却 

① 

福祉健康 

センター 

 

福祉健康 

センター 
※譲渡の方向で調整 

※再編予定時期は、複合する各施設の

更新予定時期を考慮し設定 

③④⑤を 

複合化 

<仮称>伊勢文化センター 

新設 [2033 年予定] 
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B階段

A階段

多目的

便所

倉庫１

倉庫2

メインロビー

ギャラリー

倉庫

管理事務室

エレベーター

ホール

仮眠室

玄関

B階段

A階段

男子便所女子便所

演壇

控室

B会議室

エレベーター

ホール

A会議室

ホワイエ

ギャラリー

集会室

B階段

女子便所

ボイラー室

ブロワー室

機械室

ELV機械室

２階 平面図 1/300

１階 平面図 1/300

地階 平面図 1/300
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事務所・受付 

約３０㎡ 

収蔵スペース 

約５０㎡ 

展示可能な面積 

約５７０㎡ 

いせ市民活動センター北館 2 階 



 

 

いせ市民活動センター北館 1 階 

会議室 

約４０㎡ 



県内の公立博物館施設（調査協力館＋α／令和5年3月末時点）

常設展示室 企画展示室

376 66

186.3 常設に含む

158 ―

79.2 常設に含む

820 912

1,206.66 594.80

740 100

405 111

― 445.4

428.17 ―

302.45 122.13

270 102

225 144

286 52

281 ―

271 常設に含む

256 ―

251.59 ―

179 50

199.5 ―

164 ―

112 　―

71 ―

— — 578 — — —

№ 施設名 所在 開館年

面積（㎡）

延床
展示室

収蔵庫 一時保管庫 その他の諸室

― 66

伊勢古市参宮街道資料館 1995 228.4
79.2

11.1 ― 研修室　79.2

（旧）伊勢市立郷土資料館

伊勢市

1994 698
442

尾崎咢堂記念館 2002 771.05
186.3

32.4 ― 会議室　115.83

山田奉行所記念館 2005 332
158

10 ―

― 安濃図書館内に併設

10 津市香良洲歴史資料館 1999 672
281

91 18 事務室36

18 津市安濃郷土資料館 2019 71
71

―

10
芸濃総合文化センター内に併
設

―

白山公民館内に併設

12 津市美杉ふるさと資料館 1990 369
256

121（地下） 7
（事務室、研修室）88、
別棟（創作館）144

17 津市白山郷土資料館 2020 112
112

―津市

174
164

―

13 四日市市楠歴史民俗資料館 四日市市 2005

中央値面積〔（№9＋№10）／2〕
※小数点以下四捨五入

310

―
図書室・閉架書庫　219.76
エントランスホール
169.69

事務室 26

1998 2,631.25
424.58

― ロビー・ホール 241

72 ―
多目的室　70.00、研究室
12.41ほか

― 展示棟兼収蔵庫196.65

16 津市芸濃郷土資料館 2005

―

2 熊野市紀和鉱山資料館 熊野市 1995 1,212
840

87 ―

58 20

5 志摩市歴史民俗資料館 志摩市 2012 2,004.31
428.17

105.04

14 松阪市立歴史民俗資料館

―

4 桑名市博物館 桑名市 1985

338
― 68 事務室38

―
整理実習室133、資料室
177.75、講堂116.37、
会議室36.71

3 亀山市歴史博物館 亀山市 1994 1,730
516

167

6 鈴鹿市考古博物館 鈴鹿市

―

33
講義室68、事務室44、応接
室12

三重県総合博物館 津市 2014 11,705
1,732

2,361 55

四日市市立博物館 四日市市 1993 10,147.11
1,801.45

1,024.92 ― プラネタリウム7,320.73

1,066.9
445.4

118.3

書庫79、屋外静態展示66ほ
か

― 準備室18.215 村山龍平記念館 玉城町 1983 678.0
199.5

7 松浦武四郎記念館 松阪市 1994 850
372

研究室28、作業・荷解室65、
視聴覚室

11 朝日町歴史博物館 朝日町 1997 1,917
271

9 津市美里ふるさと資料館 2004

津市

松阪市

参考

津市

津市

津市

津市

49.0

8 松阪市文化財センター　はにわ館 2003 964
369

108

361.48

1

86

松阪市 1978 400
229

448.24
251.59

483
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